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 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 日程第２ 会期の決定について 

 日程第３ 承認第 １号 専決処分事項の承認を求めることについて（木曽岬町税条例

等の一部改正について） 

 日程第４ 議案第２７号 木曽岬町税条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第５ 発議第 ２号 常任委員の選任について 

 日程第６ 発議第 ３号 議会運営委員の選任について 
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 追加日程第４ 選挙第 ３号 桑名広域清掃事業組合議会議員の選挙について 

 追加日程第５ 選挙第 ４号 桑名・員弁広域連合議会議員の選挙について 
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 追加日程第７ 同意第 １号 木曽岬町監査委員の選任につき同意を求めることについ
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                            午前 ９時 ０分開会   

○議長（伊藤好博君） 皆さん、おはようございます。 

 本日、令和元年第１回木曽岬町議会臨時会が招集されましたところ、議員の各位には諸

般何かと御多用のところ御出席を賜り、厚くお礼申し上げます。また、加藤町長を初め執

行部の皆さんにおかれましても、御出席いただきありがとうございます。議員の皆さんに

おかれましては、本日の臨時会に提出されております議案につきまして十分御審議を尽く

していただきますようお願い申し上げまして、開会の挨拶といたします。 

 ただいまの出席議員数は８名です。よって、定足数に達しておりますので、会議は成立

します。 

 それでは、ただいまより令和元年第１回木曽岬町議会臨時会を開会いたします。 

 本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、既にお手元に配付させていただいたとおりです。 

日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（伊藤好博君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 今期臨時会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、議長より指名いた

します。 

 ６番議席、三輪一雅議員、８番議席、中川和子議員の御両名を指名します。 

日程第２ 会期の決定について 

○議長（伊藤好博君） 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

 去る５月１３日、議会運営委員会が開かれ、今臨時会の議会運営について御審議をいた

だいています。ここで、議会運営委員長より委員会の審議経過報告をお願いいたします。 

○６番（三輪一雅君） 議長、６番。 

○議長（伊藤好博君） ６番議席、三輪一雅委員長。 

○６番（三輪一雅君） 皆様、おはようございます。 

 議会運営委員会の御報告をいたします。 

 去る５月１３日午前９時より委員会を開催し、委員４名全員の出席をいただくとともに、

地方自治法、議会運営委員会規程等に基づき、議長、副議長の出席を求め、執行部より町

長、副町長及び担当課長の出席のもとに、令和元年第１回木曽岬町議会臨時会における日

程及び付議事件等について協議をいたしましたので、その審議経過と結果を御報告いたし

ます。 
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 まず、本臨時会に提案します議案は、木曽岬町税条例等の一部改正による専決処分事項

の承認を求める承認案件１件及び木曽岬町税条例の一部を改正する条例の制定による議案

１件、また、任期満了による常任委員、議会運営委員の人事案件２件の合わせて４件であ

ります。これらの議案はいずれも重要な案件であることから、本臨時会で審議する議案と

して承認することにいたしました。 

 次に、本臨時会の会期日程についての審議では、先ほど申しました審議対象議案の状況

を考慮し、会期は本日５月１７日の１日限りとし、十分な審議を尽くしていただくことで

承認いたしました。 

 次に、議事日程でございますが、議件名を省略させていただきますが、まず、承認第１

号を上程していただき、加藤町長より上程議案に対する提案理由の説明を行っていただき

ます。その後、担当課長の詳細説明を受け、議案質疑並びに討論を経た後に、議案採決を

行っていただきます。 

 次に、議案第２７号を上程していただき、加藤町長より上程議案に対する提案理由の説

明を行い、その後、担当課長の詳細説明を受け、議案質疑並びに討論を経た後に、議案採

決を行っていただきます。 

 その次に、発議第２号及び発議第３号については任期満了による議会人事の選任でござ

いますので一括上程していただき、議長より指名をいただくものでございます。 

 以上の審議をもって臨時会の議事案件は終了といたしますが、さきの議員懇談会におい

て申し合わせ任期による正副議長の人事が協議されており、５月１３日の議会運営委員会

においても議会人事における議事日程及び議事運営についての確認がされておりますので、

申し添えさせていただきます。 

 以上、議会運営委員会の審議結果報告といたします。 

 令和元年５月１７日、議会運営委員会委員長、三輪一雅。 

○議長（伊藤好博君） ありがとうございます。 

 議会運営の皆さん、どうも御苦労さんでございました。 

 ここで皆様にお諮りいたします。 

 ただいま議会運営委員長より、本臨時会の会期は本日１日限りとする旨の御報告がござ

いました。これに御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（伊藤好博君） 異議なしと認めます。よって、本臨時会の会期は、本日１日限り

と決定しました。 

          〔「議長、議事に入る前に」と呼ぶ者あり〕 

○議長（伊藤好博君） それでは、これより議事に入ります。 

日程第３ 承認第１号 専決処分事項の承認を求めることについて（木曽岬町税条例等の

一部改正について） 
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○議長（伊藤好博君） 日程第３、承認第１号、専決処分事項の承認を求めることについ

てを上程し、これを議題といたします。 

 ここで、加藤町長に提案理由の説明を求めます。 

○町長（加藤 隆君） 議長。 

○議長（伊藤好博君） 加藤町長。 

○町長（加藤 隆君） 改めて、皆さん、おはようございます。 

 新緑のさわやかな季節を迎えました。ことしは天皇陛下の譲位によって新天皇が御即位

されるという２０２年ぶりとなる皇位継承に伴って平成から令和へと改元され、連休中の

５月１日に令和元年を迎えたところでございます。この新しい令和の時代が災害や争いの

ない、そして、平和な希望に満ちた時代であることを願うところでございます。 

 そうした中で、本日、令和元年第１回の木曽岬町議会臨時会を招集させていただきまし

たところ、議員の皆さん方には全議員御参集を賜り、まことにありがとうございます。 

 それでは、早速でございますが、ただいま上程を賜りました日程３、承認第１号、専決

処分事項の承認を求めることについて、その提案理由を申し上げます。 

 平成３１年度の税制改正において、地方税法、同施行令及び同施行規則等の一部改正が

平成３１年の３月２９日に公布、原則、同年４月１日に施行されました。これにあわせ、

木曽岬町税条例等の一部改正を専決処分したことに対しまして、議会の御承認を求めるも

のでございます。 

 このたびのその主な改正内容は、国が消費税の引き上げに際して需給変動の平準化を図

る意図で、住宅と自動車に対する税制上の支援を講ずることになり、個人住民税において

は、消費税が１０％に引き上げられた後に住宅を取得した者を対象に住宅ローン控除の適

用期間を延長することや、軽自動車税においては燃費性能のすぐれた車両の普及などを促

進する観点から、税率等の見直しを行ったものでございます。 

 なお、詳細につきましては、後ほど担当課長から説明をさせていただきますので、何と

ぞ十分な御審議を賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

○議長（伊藤好博君） 加藤町長の提案理由説明が終わりました。 

 続いて、事務当局の詳細説明を求めます。 

○税務課長（藤井光利君） 議長。 

○議長（伊藤好博君） 藤井税務課長。 

○税務課長（藤井光利君） それでは、この議案につきまして御説明をさせていただきま

す。 

 それでは、早速、承認第１号、専決処分事項の承認を求めることについてを説明させて

いただきますので、配付させていただきました説明資料と、それから、議案書のうち、新

旧対照表を開いていただきますように、よろしくお願いいたします。 



 - 5 - 

 まず、最初の条項のほうですが、附則第７条の３の２ですが、本規定につきましては、

個人住民税の住宅借入金等特別税額控除に関する規定で、今回の改正は法律の改正にあわ

せて改正するものでございまして、住宅借入金特別控除に係る特例取得をした場合の控除

期間の拡充と住宅借入金等特別税額控除に係る申告要件の廃止を行うものでございまして、

この控除期間の拡充につきましては、個人住民税の住宅借入金等特別税額控除について、

特定取得として、消費税１０％で取得したものに限り控除期間を拡充するものでございま

す。また、申告要件の廃止につきましては、個人住民税の住宅借入金等特別税額控除の適

用について、納税通知書が送付されるまでの間に提出された申告書に住宅借入金等特別税

額控除に関する事項の記載があることなどの要件を不要とするとしたものでございます。 

 続きまして、附則第１０条の２ですが、本件規定は、法附則第１５条第２項第１号など

の条例に定める割合に関する規定で、今回の改正は法律改正により地方税法附則第１５条

第１７項を新設したことにより、以降の条項が１項ずつ繰り下がったものでございます。 

 続きまして、附則第１０条の３ですが、本件規定は、新築住宅等に対する固定資産税の

減額の規定の適用を受けようとする者がすべき申告に関する規定で、今回の改正は高規格

堤防の整備に伴う建屋家屋に係る固定資産税の税額の減額措置の創設をするもので、当該

建屋家屋に係る税額の減額措置の適用を受けようとする者がすべき申告に係るものでござ

います。第６項にこの規定を新設したことにより、第７項以降が繰り下がったというもの

でございます。 

 続きまして、附則第１６条ですが、本件規定は軽自動車税の税率の特例に関する規定で、

今回の改正は、環境性能に応じた税率を適用するよう見直しを行ったことに係るものでご

ざいます。これは第２項から第４項に規定する地方税法附則第３０条２項から第４項に掲

げる三輪以上の軽自動車の区分に応じて税率の特例措置を行うものでございます。 

 続きまして、附則第１６条の２ですが、本件規定は軽自動車税の賦課徴収の特例に関す

る規定で、今回の改正は、軽自動車税の賦課徴収のうち三輪以上の軽自動車税の税率に係

る特例の改正で、町税条例第１６条改正に伴う軽自動車税の税率の特例を受ける三輪以上

の軽自動車の要件条項の改正に係るものでございます。 

 続きまして、第２条による平成２９年条例第７号に公布された木曽岬町税条例等の一部

を改正する条例の改正のうち、第８１条の２ですが、本件規定は日本赤十字社の軽自動車

等に対する軽自動車税の非課税の範囲に関する規定で、今回の改正は、環境性能割の非課

税に係る規定を種別割とは別項に設けるということに係るものでございます。 

 続きまして、附則第１５条の７ですが、本件規定は軽自動車税の環境性能割の税率の特

例に関する規定で、今回の改正は、環境性能割の税率の特例として、町税条例第８１条の

４、環境性能割の税率について、第３号に規定する環境性能割の税率を１００分の３とす

る旨の地方税法第４５１条第３項については、当分の間１００分の２とするものでござい

ます。 
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 続きまして、附則第１６条ですが、今回の改正は、第１条に係る本条の改正に係るもの

ということでございます。 

 続きまして、第３条による平成３０年条例第２５号で公布された木曽岬町税条例等の一

部を改正する条例の改正のうち、第４８条ですが、本件規定は法人の町民税の申告納付に

関する規定で、今回の改正は、納税申告書に係る法改正がされたもので、簡素化、オンラ

イン化、ワンストップ化の取り組みを進めることを盛り込んだ改正内容となっているもの

でございます。 

 次に、改正本文に戻っていただきまして、先ほどの新旧対照表の前のページ、改め分の

一番最後というか、新旧対照表の前のページをごらんください。 

 真ん中ほどに附則として、本改正条例の施行期日については、第１条で平成３１年４月

１日としております。 

 以上で、承認第１号、専決処分事項の承認を求めることについて（木曽岬町税条例等の

一部改正について）の説明を終わらせていただきます。 

○議長（伊藤好博君） 事務当局の詳細説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 承認第１号について、御質疑があります方は御発言ください。 

○８番（中川和子君） 議長、８番。 

○議長（伊藤好博君） ８番議席、中川和子君。 

○８番（中川和子君） 新旧対照表でいいますと１７分の１３ページのところですが、軽

自動車税の環境性能割の税率の特例第１５条の７の２のところですね。現行と違って改正

案では当分の間という文言が入っていますが、その当分の間という文言について、どのよ

うな期間なのか、また、なぜこれが入ったのかというのを教えていただきたいと思います。 

○税務課長（藤井光利君） 議長。 

○議長（伊藤好博君） 税務課長。 

○税務課長（藤井光利君） この当分の間という文言は、地方税法の法律のところからの

引用をしてきておるものでございまして、当分の間について、具体的ないつからいつまで

というふうに書いているものではございませんので、法律の改正の当分の間に基づいて、

同様に町税条例についても当分の間という形で改正させていただいたというものでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（伊藤好博君） ほかに御質疑ございませんか。 

○８番（中川和子君） 議長、８番。 

○議長（伊藤好博君） ８番議席、中川和子君。 

○８番（中川和子君） 今回、承認案件の中の税条例の改正は、消費税１０％に伴うもの

が主なものだとは思うんですけれども、町税への影響はどのようになっているでしょうか。 
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○税務課長（藤井光利君） 議長。 

○議長（伊藤好博君） 税務課長。 

○税務課長（藤井光利君） このたびの改正につきましては、先ほど町長の提案理由にも

ありましたように、前回の５％から８％になったときと同様、政府としては買い控えであ

るとか、それとか、あと、消費税増税前の駆け込み需要であるとか、その辺のことが起こ

らないようにということで、消費税が１０％になった後も平準化するようにということで、

軽自動車税についてもそうですし、住宅ローンのこともそうですし、そのような政策をと

ったと。そのようなことで法改正がされましたので、税条例、要は町のほうの条例につき

ましても同様に、法の趣旨に基づいて条例を改正していくということでございます。 

 以上でございます。 

○８番（中川和子君） 町税への影響も聞いているんですけれども。 

○議長（伊藤好博君） よろしいですか。 

○８番（中川和子君） もう一点、今、町税への影響は伺っていないんですけど。 

○議長（伊藤好博君） 税務課長、本町に対する、税務に対する、税金に対する影響はど

うですかとお聞きですが、お答え願います。 

○税務課長（藤井光利君） 議長。 

○議長（伊藤好博君） 税務課長。 

○税務課長（藤井光利君） 今申し上げましたように、経済への影響をできるだけ少なく

するということで政府が方針を立てまして、需給の平準化を図るということで進んでおり

ますので、そのように皆さんが平準化、要は買い控えであるとか、それから、駆け込み需

要であるとかということで、景気の波がないようにするということのもとで今回改正がさ

れたということですので、そのことをもって消費税１０％になる前と後のところが平準化

するような形でなるということの目標に、今回の法改正、それから税条例も改正しており

ますので、そのようなことで進んでいくようなことで考えております。 

 以上です。 

○議長（伊藤好博君） ８番議席、中川和子君にお伝えします。 

 本件に対する質疑は３回になりましたので、会議規則第５５条の規定により発言ができ

ませんので、申し添えます。 

 ほかに御質疑はございませんか。 

 質疑がないようですので、質疑を終結したいと思いますが、これに御異議ございません

か。 

 なお、先ほど議題に入るときに不規則発言がございましたが、スムーズな議事進行に御

協力をお願いしたいと思います。発言なら発言で、動議なり、きちっと発言の権利を得て

発言を求めてください。よろしくお願いします。 

 これより討論に入ります。 
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 それでは、まず、原案に反対者の発言を許します。 

○８番（中川和子君） 議長、８番。 

○議長（伊藤好博君） ８番議席、中川君。 

○８番（中川和子君） 済みません、登壇するんでしたっけ。登壇でいいですか。 

○議長（伊藤好博君） どうぞ。 

○８番（中川和子君） おはようございます。 

 臨時会に上程されました承認第１号、専決処分事項の承認を求めることについての反対

討論を申し上げます。 

 今回の案件は、１０月から始まる消費税増税に伴う住宅ローン控除の拡充、軽自動車税

の環境性能割の税率の特例など、いずれも駆け込み需要、反動減対策に伴うものであり、

反対といたします。 

○議長（伊藤好博君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

○６番（三輪一雅君） 議長、６番。 

○議長（伊藤好博君） ６番議席、三輪一雅君。 

○６番（三輪一雅君） 私は、この承認第１号の専決処分事項につきまして、賛成をいた

します。 

 先ほど反対討論がございましたが、これは国からの地方税法施行等の一部を改正する政

令があっての改正でありまして、法のもとに皆様が平等に暮らしを求めるということを考

えれば、この条例は必ず制定しなければいけないというふうに思います。どうぞよろしく

お願いいたします。 

○議長（伊藤好博君） ほかに討論者はございませんか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（伊藤好博君） 討論者なしと認め、これにて討論を終結します。 

 特に討論がないようですので、討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより上程されております議案の採決に入ります。 

 それでは、日程第３、承認第１号、専決処分事項の承認を求めることについて（木曽岬

町税条例等の一部改正について）は、原案のとおり承認することに賛成の方は御起立願い

ます。 

          〔賛成者起立〕 

○議長（伊藤好博君） ありがとうございます。起立多数です。したがって、承認第１号

は、原案のとおり承認することに決定いたしました。 

 それでは、次の議事に入ります。 

日程第４ 議案第２７号 木曽岬町税条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（伊藤好博君） 日程第４、議案第２７号、木曽岬町税条例の一部を改正する条例

の制定についてを上程し、これを議題といたします。 
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 ここで、加藤町長に提案理由の説明を求めます。 

○町長（加藤 隆君） 議長。 

○議長（伊藤好博君） 加藤町長。 

○町長（加藤 隆君） それでは、ただいま上程を賜りました日程４、議案第２７号、木

曽岬町税条例の一部を改正する条例の制定について、その提案理由を申し上げます。 

 平成３１年度の税制改正において、地方税法、同施行令及び同施行規則等の一部改正が

平成３１年３月２９日に公布されたことにより、木曽岬町税条例について、所要の改正を

行うものでございます。 

 このたびの主な改正内容は、個人住民税に係るふるさと納税制度について、ふるさと納

税制度に適合する自治体を国が指定する旨の法改正がなされたこと、また、子どもの貧困

対策のための非課税措置として、婚姻によらないで生まれた子を持つひとり親が個人住民

税の非課税対象者に加えられることになりました。 

 次に、軽自動車税の改正については、環境性能割の非課税制度の創設や賦課徴収につい

て、当分の間、県が行うなどの改正がなされたことにより、その所要の改正を行うもので

ございます。 

 なお、詳細につきましては、この後、担当課長から説明をさせていただきますので、十

分な御審議を賜りますようよろしくお願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

○議長（伊藤好博君） 加藤町長の提案理由説明が終わりました。 

 続いて、事務当局の詳細説明を求めます。 

○税務課長（藤井光利君） 議長。 

○議長（伊藤好博君） 藤井税務課長。 

○税務課長（藤井光利君） それでは、続きまして、議案第２７号、木曽岬町税条例の一

部を改正する条例の制定についての説明をさせていただきますので、本議案の説明資料と

議案書のうち新旧対照表をあわせてごらんください。 

 まず、第３４条の７ですが、本件規定は寄附金税額控除に関する規定で、今回の改正は、

ふるさと納税制度の見直しにより国の指定を受けられない自治体へのふるさと納税の寄附

金については、住民税の寄附金税額控除のうち特例控除が受けられなくなるということに

かかわるものでございます。 

 続きまして、附則第７条の４ですが、本件規定は寄附金税額控除における特例控除額の

特例に関する規定で、今回の改正は、地方税法第３１４条の７の改正に伴う規定の整備に

係るもので、特例控除対象寄附金の規定の整備に係るものでございます。 

 続きまして、附則第９条ですが、本件規定は個人の町民税の寄附金税額控除に係る申告

の特例等に係る規定で、今回の改正は申告特例の対象を特例税額対象寄附金とするなどの

規定の整備で、地方団体に対して特例控除対象寄附金の寄附をする者が寄附金税額控除を
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受けようとする場合の申告書の提出にかわる申告特例通知書の発行者を地方団体の長から

都道府県知事等という表現に変えるものでございます。 

 続きまして、附則第９条の２ですが、本件規定は特例控除対象寄附金があり、申告特例

通知文の発送があった場合の所得割控除に関する規定で、今回の改正は、特例控除対象寄

附金の規定の整備として、地方団体に対する寄附金を特例控除対象寄附金とするものでご

ざいます。 

 次に、第３６条の２ですが、本件規定は町民税の申告に関する規定で、申告書記載事項

の簡素化に係るもので、市町村内に住所を有する者（個人）は３月１５日までに申告書を

住所所在地の市町村長に提出しなければならないとなっておりますが、給与または公的年

金等の支払いを受けている者のうち、給与または公的年金等に係る所得以外の所得を有し

なかった者についてはこの限りではないというものでございます。 

 続きまして、第３６条の３の２ですが、本件規定は個人の町民税に係る給与所得者の扶

養親族等申告書に係る規定で、今回の改正は、申告書に記載する事項のうち単身児童扶養

者の扶養親族申告書（給与）に関するものですが、記載事項への追加に係るものでござい

ます。 

 続きまして、第３６条の３の３ですが、本件規定は個人の町民税に係る公的年金等受給

者の扶養親族等申告書に関する規定で、今回の改正は、申告書に記載する事項のうち単身

児童扶養者の扶養親族申告書、年金に関するものですが、それの記載事項への追加に係る

ものでございます。 

 続きまして、第３６条の４ですが、本件規定は町民税に係る不申告に関する過料に関す

る規定で、今回の改正は、町民税の申告に係る第３６条の２の改正に伴う規定の整備に係

るもので、第３６条の２の改正により該当条項のずれが生じたものでございます。 

 続きまして、附則第１５条の３ですが、本件規定は、軽自動車税の環境性能割の賦課徴

収の非課税に関する規定で、今回の改正は、軽自動車税の環境性能割を非課税とする臨時

的軽減の規定の新設に関するもので、令和元年１０月１日から令和２年９月３０日までの

間を特定期間というふうに表記しておりますが特定期間に行われたときに限り、軽自動車

税の環境性能割を課さないとするものでございます。 

 続きまして、附則第１５条の３の２ですが、本件規定は軽自動車税の環境性能割の賦課

徴収の特例に関する規定で、今回の改正は、軽自動車税の環境性能割の賦課徴収の特例の

見直しに関するもので、附則第１５条の３を新設したことによる条項のずれが生じたもの

ということでございます。 

 続きまして、附則第１５条の７ですが、本件規定は軽自動車税の環境性能割の税率の特

例に関する規定で、今回の改正は、環境性能割の税率の特例として、町税条例第８１条の

４、環境性能割の税率について、第２号に規定する環境性能割の税率を１００分の２とす

る旨の地方税法第４５１条第２項については、当分の間１００分の１とするものでござい
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ます。 

 次に、附則第１６条ですが、本件規定は軽自動車税の種別割の税率の特例に関する規定

で、今回の改正は、環境性能に応じた税率を適用するよう見直しを行ったことに係るもの

でございます。これは第２項から第４項に規定する地方税法附則第３０条２項から第４項

に掲げる三輪以上の軽自動車の区分に応じて税率の特例措置を行うもので、特に令和２年

度分及び令和３年度分の経過を新設したものでございます。 

 続きまして、附則第１６条の２ですが、本件規定は軽自動車税の種別割の賦課徴収の特

例に関する規定で、今回の改正は、軽自動車税の賦課徴収の特例について、附則第１６条

の改正に伴い３段階で改正するものでございます。 

 続きまして、第２４条ですが、本件規定は個人の町民税の非課税の範囲に関する規定で、

今回の改正は、単身児童扶養者の非課税措置の対象への追加をするものでございます。 

 続きまして、附則第１６条ですが、本件規定は軽自動車税の種別割の税率の特例に関す

る規定で、今回の改正は第５項の新設に係るもので、令和４年度分及び令和５年度分の経

過を新設したものでございます。 

 続きまして、附則第１６条の２ですが、本件規定は軽自動車税の種別割の賦課徴収の特

例に関する規定で、今回の改正は、第１６条に第５項を新設したことに係るものでござい

ます。 

 続きまして、改正本文に戻っていただきまして、ページ数は振ってありませんが、前か

ら３番目というか、施行日が書いてある附則のところでございますが、３枚目をめくって

いただいたところの真ん中のところに、附則として、本改正条例の施行日については第１

条で原則令和元年６月１日としておりますが、本条の各項の区分に応じて令和元年１０月

１日から令和３年４月１日までの施行日となっております。 

 以上で議案第２７号、木曽岬町税条例の一部を改正する条例の制定についての説明を終

わらせていただきます。 

○議長（伊藤好博君） 事務当局の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 議案第２７号について、御質疑があります方は御発言ください。 

○８番（中川和子君） 議長、８番。 

○議長（伊藤好博君） ８番議席、中川和子君。 

○８番（中川和子君） １５分の１０ページの軽自動車税の環境性能割の税率の特例第１

５条の７の３のところですが、今回新しく加わったところなんですが、こちらにいただい

た参考資料ですと当分の間１００分の１となっていますが、本文中には当分の間というの

がないんですが、なぜでしょうか。 

○議長（伊藤好博君） わかりますか、質問の意味が。 

○税務課長（藤井光利君） 議長。 
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○議長（伊藤好博君） 御答弁願います、税務課長。 

○税務課長（藤井光利君） ここの１５条の７の環境性能割の税率の特例ということです

が、これにつきましては、確かに説明をさせていただいたとおり、法律の趣旨に基づいて

１００分の２とあるのを１００分の１とするということで改正がされたものでございまし

て、これにつきましては、ほかの条文もそうなんですが、法律の条文に基づいて条例の改

正をさせていただいておりますので、そのように御理解をいただければということで思っ

ております。 

 ですので、ここに特定期間に行われたときに限りということでここに期間が書いてござ

いますので、そのようなことで、期間については明示をさせていただいておるということ

で御理解いただきたいと思います。 

○議長（伊藤好博君） よろしいでしょうか。 

○８番（中川和子君） 議長、８番。 

○議長（伊藤好博君） ８番議席、中川和子君。 

○８番（中川和子君） じゃ、これは特定期間を当分の間と読みかえるということでよろ

しいですか。そうなら、特定期間というのは、西暦で言うと１９年から２０、令和で言う

と元年から２年になるのか、そういう限定されたことがこの当分の間ということでよろし

いんですか。 

○税務課長（藤井光利君） 議長。 

○議長（伊藤好博君） 藤井課長、説明文は当分の間がついておるだけであって、改正案

は当分の間はついていないので、それは条文からおりてきた文をそのままでしょう。だか

ら、説明に当分の間をつけただけだから、その説明はしてやってください。 

○税務課長（藤井光利君） 議長。 

○議長（伊藤好博君） 藤井税務課長。 

○税務課長（藤井光利君） 言葉足らずで申しわけございません。 

 期間について、条文を読ませていただきますと、三輪以上の軽自動車であって、乗用に

関するものについては８１条の４及び前項の規定、前項の規定というのは１５条の７の２

項に、２項ということを省略してあるのであれですが、そこに基づいて取得が特定期間に

行われた、先ほど説明をさせてもらったとおりの期間ということで御理解いただきたいん

ですが、そこのところに関して、当面というか、その期間に関して１００分の２の軽減を

図っていく、これも消費税が１０％になることの軽減対策の１つとして、その特定期間に

対して行われたものについて軽減していくということで御理解を賜りたいと思っておりま

す。 

○議長（伊藤好博君） よろしいでしょうか。 

○８番（中川和子君） 議長、８番。 

○議長（伊藤好博君） ８番議席、中川和子君。 
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○８番（中川和子君） 先ほどの承認案件の専決処分事項のときは説明欄にも、それから

本文にも当分の間というのがあって、２７号のほうは特定期間があるのでその期間だと言

われたんですが、それでは特定期間なので当分の間という説明文で、本文にも当分の間と

いうのは特定期間で書かれているので、説明文の当分の間というのは説明としては違って

いるのではないですか。 

○税務課長（藤井光利君） 議長。 

○議長（伊藤好博君） 税務課長。 

○税務課長（藤井光利君） 済みません、ちょっと言葉足らずで申しわけございません。 

 この改正文につきましては、国というか県のほうからこのように改正するということで

文言についてはおりてきておりまして、僕の説明がなかなかあやふやで申しわけございま

せんでしたが、この特定期間に限りということで、このように条例を直すようにというこ

とで指示がございますので、そのような形で条例のほうを直させていただいたということ

で御理解いただきたいと思っております。 

○議長（伊藤好博君） よろしいですね、３回となりましたので。 

 ほかに御質疑がございます方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（伊藤好博君） 御質疑がないようですので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（伊藤好博君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 それでは、まず、原案に反対者の発言を許します。 

○８番（中川和子君） 議長、８番。 

○議長（伊藤好博君） ８番議席、中川和子君。 

○８番（中川和子君） 議案第２７号の本町税条例の一部を改正する条例の制定について

ですが、国が決めたものであっても、町民目線から見てどうかで判断をいたしました。軽

自動車の環境性能割の非課税及び税率の特例などは消費税増税による需要の反動減に対応

する臨時的軽減措置であり、臨時的軽減措置ということで反対をいたします。 

○議長（伊藤好博君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

○６番（三輪一雅君） 議長、６番。 

○議長（伊藤好博君） ６番議席、三輪一雅君。 

○６番（三輪一雅君） 本条例の賛成討論をいたします。 

 木曽岬町民だけが不利益を被るわけにはいきません。この条例を賛成してください。よ

ろしくお願いします。 

○議長（伊藤好博君） ほかに討論者はございませんか。 
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          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（伊藤好博君） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

 特に討論がないようですので、討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより上程されております原案の採決に入ります。 

 それでは、日程第４、議案第２７号、木曽岬町税条例の一部を改正する条例の制定につ

いてを原案のとおり可決することに賛成の方は御起立願います。 

          〔賛成者起立〕 

○議長（伊藤好博君） ありがとうございます。起立多数です。したがって、議案第２７

号は原案のとおり可決することに決定しました。 

 ここで暫時休憩とします。休憩は１０分間程度の予定でございます。 

 議員の皆さんは、休憩中に御相談したいことがございますので、控え室にお集まりくだ

さい。 

 そして、執行部の課長さんの皆さんは、今期、これで議員の改選に入る、議員人事に入

りますので、課長さん方は次にお呼びするまで休憩をしておいてください。１０分後は町

長、副町長、教育長のみ３人の御出席で結構でございますので、よろしくお願いしたいと

思います。 

 それでは、議員の皆さんは控え室にお集まりください。 

                            午前 ９時４８分休憩   

                            午前１０時００分再開   

○副議長（伊藤律雄君） 休憩を解き、本会議に戻します。 

 ただいま休憩中に議長、伊藤好博君から議長辞職願が提出されました。よって、私、議

長を務めさせていただきますので、皆様の協力をよろしくお願い申し上げます。 

 お諮りいたします。 

 議長の辞職許可についてを日程に追加し、追加日程第１として直ちに議題としたいと思

いますが、御異議ございませんですか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（伊藤律雄君） 異議なしと認めます。したがって、議長の辞職許可についてを

日程に追加し、追加日程第１として直ちに議題とすることに決定しました。 

追加日程第１ 議案第２８号 議長の辞職許可について 

○副議長（伊藤律雄君） それでは、追加日程第１、議案第２８号、議長の辞職許可につ

いてを議題といたします。 

 地方自治法第１１７条の規定によって伊藤好博君の退場を求めます。 

          〔伊藤好博議員退場〕 

○副議長（伊藤律雄君） 事務局に辞職願を朗読いたさせます。 

○議会事務局長（白木 悟君） 議長。 
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○副議長（伊藤律雄君） 議会事務局長。 

○議会事務局長（白木 悟君） それでは、議案第２８号、議長の辞職許可について。 

 伊藤好博氏より議長を辞職したい旨の提出がありましたので、許可するものとする。 

 辞職願につきましては、議長から辞職願、このたび申し合わせ任期により議長を辞職し

たいので許可されるようお願いしますということでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（伊藤律雄君） お諮りいたします。 

 伊藤好博君の議長の辞職を許可することに御異議ございませんですか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（伊藤律雄君） 異議なしと認めます。したがって、伊藤好博君の議長辞職を許

可することに決定しました。 

 伊藤好博君、入場をお願いします。 

          〔伊藤好博議員入場〕 

○副議長（伊藤律雄君） 伊藤好博君にお伝えします。 

 議長の辞職を許可されましたので、お伝えいたします。御挨拶がございましたら、登壇

の上、お願いいたします。 

○９番（伊藤好博君） ２年間の任期ということで、皆さんの本当に厚い御協力のおかげ

で無事本日を迎えることができました。そして、辞職を認めていただきました。本当にあ

りがとうございます。 

 今期から２年ということで、２年間務めさせていただきました。いろいろ議会も時代の

流れによって変わっていかなければならないな、議会改革も必要かなという、そんな時代

でございます。その中で、議会倫理条例、そして、今年の３月には議員の政務活動費も要

望ということで町長に要望いたしまして、認めていただきました。そんなこともありまし

て、これからも皆さんのお力でこの木曽岬町を住みよい町にしていただきたいと思います

ので、今後とも、私も一生懸命議員の立場でまた働きたいと思いますので、よろしくお願

いしたいと思います。本日は、どうもありがとうございました。 

○副議長（伊藤律雄君） 伊藤好博議長さんには、当町の町政発展に、また、町議会の資

質向上と健全な運営に大変な御尽力を賜りました。厚く御礼申し上げます。まことに御苦

労さまでした。 

 ただいま議長が欠員になりました。 

 お諮りいたします。 

 議長選挙についてを日程に追加し、追加日程第２として直ちに選挙を行いたいと思いま

すが、御異議ございませんですか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（伊藤律雄君） 異議なしと認めます。したがって、議長選挙についてを日程に
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追加し、追加日程第２として直ちに選挙を行うことに決定いたしました。 

追加日程第２ 選挙第１号 議長選挙について 

○副議長（伊藤律雄君） 選挙の方法は投票による選挙といたしたいと思いますが、これ

に御異議ございませんですか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（伊藤律雄君） 異議なしと認めます。よって、投票による議長選挙を行います。 

 事務局、議場の出口の閉鎖を命じます。 

          〔議場閉鎖〕 

○副議長（伊藤律雄君） ただいまの出席議員数は８名です。 

 次に、立会人の指名をいたします。 

 会議規則第３２条第２項の規定により議長において指名することになっておりますので、

立会人に１番議席、鎌田鷹介君、２番議席、伊藤厚紀君の御両名を指名します。よろしく

お願いいたします。 

 それでは、事務局より投票用紙を配付させていただきます。 

 念のため申し上げますが、投票は単記無記名でございます。投票用紙に被選挙人１名の

名前を御記入お願いいたします。 

          〔職員投票用紙配付〕 

○副議長（伊藤律雄君） 配付漏れはありませんですか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（伊藤律雄君） 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を点検します。 

          〔職員投票箱点検〕 

○副議長（伊藤律雄君） 投票箱は異状なしと認めます。 

 ただいまから投票を行います。事務局長が議席番号と氏名を読み上げますので、順次に

投票をお願いいたします。 

          〔各議員投票〕 

○副議長（伊藤律雄君） 投票漏れはありませんか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（伊藤律雄君） 投票漏れなしと認め、よって、投票を終わります。 

 これより開票を行います。 

 １番議席、鎌田鷹介君、２番議席、伊藤厚紀君の開票の立ち会いをお願いいたします。 

          〔投票点検〕 

○副議長（伊藤律雄君） 選挙の結果を報告します。 

     投票総数  ８票 

     有効投票  ７票 
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     無効投票  １票 

 有効投票のうち、 

     伊藤律雄君 ７票 

 以上のとおりでございます。 

 この選挙の法定得票数は２票です。したがいまして、私、伊藤律雄が議長に当選しまし

た。 

 議場の出入り口を開きます。 

          〔議場開鎖〕 

○議長（伊藤律雄君） 会議規則第３３条２項の規定によって、私、伊藤律雄が当選人と

なりましたので、告知いたします。 

 改めまして、おはようございます。 

 このたび、私、議長に就任させていただきましたこと、本当にありがとうございました。

私も１０年目として心を新たにして、木曽岬町の発展のため、また、木曽岬町町民の安全

な安心のまちづくりのために皆さんとともに取り組んでまいりますので、今後とも一層の

御尽力、御協力をいただきますことを重ねて申し上げます。 

 また、議会運営につきましても各段の協力をいただきますことを、議長の就任に当たっ

ての御挨拶といたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

 引き続き、議事を進行します。 

 改めまして、議事の進行に協力をよろしくお願いいたします。 

 ここで暫時休憩といたします。１０分間といたします。休憩中に御相談願いたいことが

ございますので、議員控え室にお集まりください。 

                            午前１０時１６分休憩   

                            午前１０時２６分再開   

○議長（伊藤律雄君） 休憩を解き、本会議に戻します。 

 私が議長職につかせていただきましたことにより、副議長が欠員となりました。 

 ここでお諮りいたします。 

 副議長選挙についてを日程に追加し、追加日程第３として直ちに選挙を行いたいと思い

ますが、これに、御異議ございませんですか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（伊藤律雄君） 異議なしと認めます。したがって、副議長選挙についてを日程に

追加し、直ちに選挙を行うことに決定いたしました。 

追加日程第３ 選挙第２号 副議長選挙について 

○議長（伊藤律雄君） 追加日程第３、選挙第２号、副議長選挙を行います。 

 選挙の方法は投票による選挙といたしたいと思いますが、これに、御異議ございません

ですか。 
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          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（伊藤律雄君） 異議なしと認めます。よって、投票による副議長選挙を行います。 

 事務局、議場の出入り口を封鎖してください。 

          〔議場閉鎖〕 

○議長（伊藤律雄君） ただいまの出席議員数は８名です。 

 次に、立会人を指名いたします。 

 会議規則第３２条第２項の規定により議長において指名することになっておりますので、

立会人に１番議席、鎌田鷹介君、２番議席、伊藤厚紀君の御両名を指名します。よろしく

お願いいたします。 

 それでは、事務局より投票用紙を配付させますので、念のため申し上げます。投票用紙

は単記無記名でお願いいたします。投票用紙に被選挙人の１名の氏名を記入お願いいたし

ます。 

          〔職員投票用紙配付〕 

○議長（伊藤律雄君） 投票用紙の配付漏れはありませんですか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（伊藤律雄君） 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を点検します。 

          〔職員投票箱点検〕 

○議長（伊藤律雄君） 投票箱、異状なしと認めます。 

 ただいまから投票を行います。事務局長、議席番号と名前を読み上げますので、順番に

投票を願います。 

          〔各議員投票〕 

○議長（伊藤律雄君） 投票漏れはありませんか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（伊藤律雄君） 投票漏れなしと認めます。 

 以上で投票を終わります。 

 これより開票を行います。 

 １番議席、鎌田鷹介君、２番議席、伊藤厚紀君、開票の立ち会いをお願いいたします。 

          〔投票点検〕 

○議長（伊藤律雄君） 投票の結果を報告いたします。 

     投票総数  ８票 

     有効投票  ８票 

 有効投票のうち、 

     服部芙二夫君 ７票 

     三輪一雅君 １票 
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 以上のとおりでございます。 

 この投票の法定得票数は２票です。したがいまして、服部芙二夫君、副議長に当選され

ました。 

 議場の出入り口を開きます。 

          〔議場開鎖〕 

○議長（伊藤律雄君） ただいま副議長に当選されました服部芙二夫君が議事堂におられ

ますので、会議規則第３３条第２項の規定により当選の告知をいたします。おめでとうご

ざいます。 

 副議長に当選されました服部芙二夫君より就任の御挨拶を、登壇の上、お願いいたしま

す。 

○副議長（服部芙二夫君） ただいま副議長に当選させていただきました服部芙二夫です。 

 伊藤律雄議長の補佐はもちろんのことですが、皆様と十分な話し合いの場を持ち、先を

見据えた施策を考え、新しい木曽岬町、元気なまちづくりに邁進していきたいと思います

ので、どうかよろしくお願いします。ありがとうございました。 

○議会事務局長（白木 悟君） それでは、当選人の氏名を発表させていただきます。 

 氏名、服部芙二夫議員でございます。 

 以上でございます。 

○議長（伊藤律雄君） ここで暫時休憩といたします。１０分間、お願いいたします。 

 休憩中にご相談したいことがございますので、議員控え室にお集まりください。 

                            午前１０時３８分休憩   

                            午前１０時４６分再開   

○議長（伊藤律雄君） 時間がちょっと早いですけど、進めさせていただきますので、よ

ろしくお願いします。 

 休憩を解き、本会議に戻します。 

日程第５ 発議第２号 常任委員の選任について 

日程第６ 発議第３号 議会運営委員の選任について 

○議長（伊藤律雄君） 次に、日程第５、発議第２号、常任委員の選任について及び日程

第６、発議第３号、議会運営委員の選任についてを一括上程いたします。 

 お諮りいたします。 

 常任委員の選任について及び議会運営委員の選任については、委員会条例第７条第１項

の規定によって議長が会議に諮って指名することになっておりますが、よって、先ほどの

協議を願いました委員会構成をもってお手元に配付いたしました名簿のとおり指名したい

と思いますが、これに御異議ございませんですか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（伊藤律雄君） 異議なしと認めます。 
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 それでは、委員の氏名を議会事務局長に朗読いたさせます。 

○議会事務局長（白木 悟君） それでは、発議第２号、常任委員の選任について。 

 木曽岬町議会委員会条例第７条の規定により、常任委員を次のとおり選任する。 

 まず、総務建設常任委員会、委員、鎌田鷹介、委員、伊藤厚紀、委員、加藤眞人、委員、

服部芙二夫、委員、三輪一雅、委員、伊藤律雄。 

 続きまして、教育民生常任委員会、委員、鎌田鷹介、委員、伊藤厚紀、委員、加藤眞人、

委員、伊藤律雄、委員、中川和子、委員、伊藤好博。 

 続きまして、議会広報常任委員会、委員、服部芙二夫、委員、三輪一雅、委員、中川和

子、委員、伊藤好博。 

 続きまして、発議第３号、議会運営委員の選任について。 

 木曽岬町議会委員会条例第７条の規定により、議会運営委員を次のとおり選任する。 

 委員、加藤眞人、委員、三輪一雅、委員、中川和子、委員、伊藤好博。 

 以上でございます。 

○議長（伊藤律雄君） ただいま事務局長から朗読しましたとおり、常任委員及び議会運

営委員を選任することに決定いたしました。 

 先ほど休憩中に伊藤好博君から広域清掃事業組合議会議員の辞職届及び三重県後期高齢

者医療広域連合議会議員の辞職届が提出されました。私、議長となりましたので、桑名・

員弁広域連合議会議員の辞職届を提出し、それぞれの議会議長にて許可されます。 

 ここでお諮りいたします。 

 桑名広域清掃事業組合議会議員の選挙についてを日程に追加し、追加日程第４として直

ちに議題にしたいと思いますが、御異議ございませんですか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（伊藤律雄君） 異議なしと認め、したがって、桑名広域清掃事業組合議会議員の

選挙についてを日程に追加し、追加日程第４として直ちに議題とすることに決定いたしま

した。 

追加日程第４ 選挙第３号 桑名広域清掃事業組合議会議員の選挙について 

○議長（伊藤律雄君） 事務局長より議案内容について朗読いたさせます。 

○議会事務局長（白木 悟君） それでは、失礼いたします。 

 選挙第３号、桑名広域清掃事業組合議会議員の選挙について。 

 桑名広域清掃事業組合規約第６条の規定により、当組合議会の議員１名の選挙を求める。 

 以上でございます。 

○議長（伊藤律雄君） それでは、追加日程第４、選挙第３号、桑名広域清掃事業組合議

会議員の選挙を行います。 

 選挙の方法については、地方自治法第１１８条２項の規定によって、指名推選したいと

思いますが、これに、異議ございませんですか。 
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          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（伊藤律雄君） 異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選を行うこと

に決定いたしました。 

 どなたか指名推選をお願いいたします。 

○６番（三輪一雅君） 議長、６番。 

○議長（伊藤律雄君） ６番議席、三輪一雅君。 

○６番（三輪一雅君） 慣例を踏まえまして、議長である伊藤律雄議員を指名推選いたし

ます。 

○議長（伊藤律雄君） ただいま議長職にある、私、伊藤律雄を指名推選する御発言がご

ざいました。私、広域清掃事業組合議会議員の当選人と認めることに御異議ございません

ですか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（伊藤律雄君） 異議なしと認めます。よって、私、伊藤律雄が広域清掃事業組合

議会議員に当選いたしました。 

 会議規則第３３条第２項の規定により、当選人に告知いたします。 

 ただいまの指名推選で皆様の推挙によりまして、私が桑名広域清掃事業組合議会議員に

当選させていただきました。広域清掃事業組合の諸事業推進に努力してまいりたいと存じ

ますので、皆様の一層の御支援と協力をお願い申し上げまして、就任の御挨拶といたしま

す。ありがとうございます。 

○議会事務局長（白木 悟君） それでは、当選人の氏名等を発表させていただきます。 

 住所、三重県桑名郡木曽岬町大字西対海地７７番地、氏名、伊藤律雄、生年月日、昭和

２１年１１月２日生まれでございます。 

 以上でございます。 

○議長（伊藤律雄君） お諮りいたします。 

 続いて、桑名・員弁広域連合議会議員の選挙についてを日程に追加し、追加日程第５と

して直ちに議題にしたいと思います。御異議ございませんですか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（伊藤律雄君） 異議なしと認めます。したがって、桑名・員弁広域連合議会議員

の選挙についてを日程に追加し、追加日程第５として直ちに議題とすることに決定いたし

ました。 

追加日程第５ 選挙第４号 桑名・員弁広域連合議会議員の選挙について 

○議長（伊藤律雄君） 事務局長より議案内容について朗読いたさせます。 

○議会事務局長（白木 悟君） それでは、選挙第４号、桑名・員弁広域連合議会議員の

選挙について。 

 桑名・員弁広域連合規約第８条の規定により、当連合議会の議員１名の選挙を求める。 
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 以上でございます。 

○議長（伊藤律雄君） それでは、追加日程第５、選挙第４号、桑名・員弁広域連合議会

議員の選挙を行います。 

 選挙の方法については、さきの事項と同様に、地方自治法第１１８条第２項の規定によ

って指名推選にしたいと思いますが、これに御異議ございませんですか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（伊藤律雄君） 異議なしと認めます。よって、選挙方法は指名推選で行うことに

決定いたしました。 

 どうか指名推選をお願いいたします。 

○６番（三輪一雅君） 議長、６番。 

○議長（伊藤律雄君） ６番議席、三輪一雅君。 

○６番（三輪一雅君） 先ほどの議案と同様に、慣例によりまして副議長であります服部

芙二夫議員を指名推選いたします。 

○議長（伊藤律雄君） ただいま副議長、服部芙二夫議員を指名推選する発言がございま

した。服部芙二夫議員を桑名・員弁広域連合議会議員の当選人と認めることに御異議ござ

いませんですか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（伊藤律雄君） 異議なしと認めます。したがって、服部芙二夫議員が桑名・員弁

広域連合議会議員に当選いたしました。 

 桑名・員弁広域連合議会議員に当選されました服部芙二夫君が議場におられますので、

会議規則第３３条第２項の規定により、当選人の告知をいたします。 

 服部芙二夫議員、当選挨拶をお願いいたします。 

 自席でどうぞ。 

○副議長（服部芙二夫君） ただいま指名推選をいただきました。皆様の御推挙によりま

して、桑名・員弁広域連合議会議員に当選させていただきました。広域連合の諸事業推進

に努力してまいりたいと存じてございます。皆様の一層の御支援、御協力をお願い申しま

して、就任の挨拶とさせていただきます。ありがとうございます。 

○議会事務局長（白木 悟君） それでは、当選人の氏名等を発表させていただきます。 

 住所、三重県桑名郡木曽岬町大字小和泉７５番地、氏名、服部芙二夫、生年月日、昭和

３０年２月１６日生まれでございます。 

 以上でございます。 

○議長（伊藤律雄君） お諮りいたします。 

 続いて、三重県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙についてを日程に追加し、追加

日程第６として直ちに議題としたいと思いますが、御異議ございますか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 



 - 23 - 

○議長（伊藤律雄君） 異議なしと認めます。したがって、三重県後期高齢者医療広域連

合議会議員の選挙についてを日程に追加し、追加日程第６として直ちに議題とすることに

決定いたしました。 

追加日程第６ 選挙第５号 三重県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 

○議長（伊藤律雄君） 事務局長より議案内容について朗読いたさせます。 

○議会事務局長（白木 悟君） それでは、選挙第５号、三重県後期高齢者医療広域連合

議会議員の選挙について。 

 地方自治法第２９１条の第１項及び三重県後期高齢者医療広域連合規約第８条の規定に

より、連合議会の議員１名の選挙を求める。 

 以上でございます。 

○議長（伊藤律雄君） それでは、追加日程第６、選挙第５号、三重県後期高齢者医療広

域連合議会議員の選挙を行います。 

 選挙の方法についてはさきの事項と同様に、地方自治法第１１８条第２項の規定によっ

て指名推選したいと思いますが、これ、異議ございませんですか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（伊藤律雄君） 異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選で行うこと

に決定いたしました。 

 どなたか指名推選をお願いします。 

○６番（三輪一雅君） 議長、６番。 

○議長（伊藤律雄君） ６番議席、三輪一雅君。 

○６番（三輪一雅君） この議案も先ほどと同様に、慣例としまして、議長である伊藤律

雄議員を指名推選いたしたいと思います。 

○議長（伊藤律雄君） ただいま議長職である、私、伊藤律雄を指名推選する発言がござ

いました。私を三重県後期高齢者医療広域連合議会議員の当選人と定めることに御異議ご

ざいませんですか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（伊藤律雄君） 異議なしと認めます。よって、私、伊藤律雄を三重県後期高齢者

医療広域連合議会議員に当選させていただきました。 

 会議規則第３３条第２項の規定により、当選人に告知いたします。 

 ただいま指名推選で皆様の推挙によりまして、私、三重県後期高齢者医療広域連合議会

議員に当選させていただきました。後期高齢者医療広域連合の諸事業推進に努力してまい

りたいと存じますので、皆様方の一層の御支援、協力をお願い申し上げまして、就任の御

挨拶といたします。ありがとうございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議会事務局長（白木 悟君） それでは、当選人の氏名等を発表させていただきます。 

 住所、三重県桑名郡木曽岬町大字西対海地７７番地、氏名、伊藤律雄、生年月日、昭和
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２１年１１月２日生まれでございます。 

 以上でございます。 

○議長（伊藤律雄君） ここで暫時休憩といたします。再開時間は追って連絡いたします

ので、休憩中に相談したいことがございますので、議会控え室にお集まりください。 

                            午前１０時５８分休憩   

                            午前１１時５５分再開   

○議長（伊藤律雄君） 休憩を解き、本会議に戻します。 

 私が議長に就任しましたので、町長に監査委員の退職願を提出し受理されましたので、

御報告申し上げます。 

 ここでお諮りいたします。 

 木曽岬町監査委員の選任についての同意を求めることについて、日程に追加し、追加日

程第７として直ちに議題としたいと思いますが、これに異議ございませんですか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（伊藤律雄君） 異議なしと認めます。したがって、木曽岬町監査委員の選任につ

き同意を求めることについてを日程に追加し、直ちに議題とすることに決定いたしました。 

追加日程第７ 同意第１号 木曽岬町監査委員の選任につき同意を求めることについて 

○議長（伊藤律雄君） 追加日程７、同意第１号、木曽岬町監査委員の選任につき同意を

求めることについてを上程いたします。 

 ここで、地方自治法第１１７条の規定によって、伊藤好博君の退場を求めます。 

          〔伊藤好博議員退場〕 

○議長（伊藤律雄君） それでは、加藤町長に提案理由の説明を求めます。 

○町長（加藤 隆君） 議長。 

○議長（伊藤律雄君） 加藤町長。 

○町長（加藤 隆君） それでは、ただいま上程を賜りました追加日程７、同意第１号、

木曽岬町監査委員の選任につき同意を求めることについての提案理由を申し上げます。 

 議会議員より選任させていただいておりました監査委員、伊藤律雄氏が本日監査委員を

退職されました。よって、地方自治法第１９６条第１項の規定に基づき、町議会議員の中

から監査委員を選任する必要がありますので、監査委員には伊藤好博氏を選任しようとす

るものでございます。 

 同氏は、町議会議員として長きにわたり、また、町政全般にわたり御尽力をいただいて

おり、見識も高くすぐれた人格者であり、御承知のように議長経験もあります。監査委員

として適任者と考え、町議会の同意をお願いするものでございます。 

 以上で提案理由の説明を終わります。よろしく御審議を賜りますようお願いいたします。 

 なお、詳細は所管の事務局から説明をさせていただきますので、よろしくお願いいたし

ます。 
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○議長（伊藤律雄君） 加藤町長の提案説明が終わりました。 

 続いて、事務当局の詳細な説明を求めます。 

○議会事務局長（白木 悟君） 議長。 

○議長（伊藤律雄君） 議会事務局長。 

○議会事務局長（白木 悟君） それでは、同意第１号、木曽岬町監査委員の選任につき

同意を求めることについて。 

 次の者を木曽岬町監査委員に選任したいから、地方自治法第１９６条第１項の規定によ

り、議会の同意を求める。 

 提案理由といたしましては、木曽岬町監査委員、伊藤律雄氏は、令和元年５月１７日付

で退職につき、新たな監査委員を選任しようとするものでございます。 

 記といたしまして、住所、三重県桑名郡木曽岬町大字見入３１２番地、氏名、伊藤好博、

生年月日、昭和２４年６月１７日生まれでございます。 

 これが議案を提出する理由でございます。 

 以上でございます。 

○議長（伊藤律雄君） 事務当局の詳細説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑がありましたら御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（伊藤律雄君） 質疑もないようですので、これで質疑を終結します。 

 これより討論に入るわけですが、ここでお諮りいたします。 

 この議案につきましては人事案件でございます。よって、討論を省略し、直ちに採決に

入りたいと思いますが、これに、異議ございませんですか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（伊藤律雄君） 異議なしと認め、よって、追加日程７、同意第１号、木曽岬町監

査委員の選任につき同意求めることについて、採決をします。 

 本件は、原案のとおり同意することに賛成の方は御起立願います。 

          〔賛成者起立〕 

○議長（伊藤律雄君） ありがとうございます。多数です。よって、追加日程第７、同意

第１号、木曽岬町監査委員の選任につき同意求めることについては、原案のとおり同意す

ることに決定いたしました。 

 伊藤好博君の入場をお願いします。 

          〔伊藤好博議員入場〕 

○議長（伊藤律雄君） 伊藤好博君にお伝えします。 

 木曽岬町監査委員の選任につき同意を求めることについて、同意することに決定いたし

ました。御挨拶がありましたら、登壇の上、お願いいたします。 
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○９番（伊藤好博君） 監査委員にさせていただきました伊藤好博でございます。 

 職務を全うするようにいたしますので、よろしくお願いしたいと思います。簡単ですが、

挨拶にかえます。 

○議長（伊藤律雄君） ありがとうございました。 

 毎月の例月検査、決算審査、監査業務をよろしくお願いいたします。 

 ここで報告を申し上げます。 

 先ほど休憩中に総務建設常任委員会、教育民生常任委員会並びに議会広報常任委員会並

びに議会運営委員会が開催されまして、正副委員長の互選が行われました。その結果の報

告を受けておりますので、議会事務局長から報告いたさせます。 

○議会事務局長（白木 悟君） 議長。 

○議長（伊藤律雄君） 議会事務局長。 

○議会事務局長（白木 悟君） それでは、各常任委員会並びに議会運営委員会の正副委

員長を御報告申し上げます。 

 まず、総務建設常任委員会委員長、服部芙二夫議員、総務建設常任委員会副委員長、伊

藤厚紀議員。 

 続いて、教育民生常任委員会委員長、伊藤好博議員、教育民生常任委員会副委員長、鎌

田鷹介議員、議会広報常任委員会委員長、三輪一雅議員、議会広報常任委員会副委員長、

伊藤好博議員。 

 続きまして、議会運営委員会委員長、三輪一雅議員、議会運営委員会副委員長、加藤眞

人議員。 

 以上でございます。 

○議長（伊藤律雄君） 互選結果につきましては、ただいま事務局長から報告をいたしま

したとおりでございます。それぞれの委員会の正副の委員長さん方、よろしくお願い申し

上げます。 

 以上をもちまして、本日の議事日程は全て終了しました。 

 これにて令和元年第１回木曽岬町議会臨時会を閉会といたします。 

                            午後 ０時 ４分閉会   

○議長（伊藤律雄君） 議員の皆様方には、加藤町長を初め執行部の皆様方、長時間にわ

たり大変御苦労さまでございました。どうもありがとうございます。 

 

 


